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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修＞
・令和2年度　第7回院内・苑内合同研修
日　時：11月17日（火）・18日（水）17:30～18:30
場　所：メモリアルホール
テーマ：「医療ガス・安全使用のポイント」
講　師：医療ガス委員会　委員長　柴田南緒Ns
・看護グループ内研修
日時：　11月20（金）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「リスクマネジメント②」
講師：　松村SGM
日時：　11月24（火）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「精神症状の看護」
講師：　上野SGM
日時：　11月26（金）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「高齢者支援制度について」
講師：　大川SW
＜全体連絡＞
・年末調整について

11/5（木）より順次書類を配布するので、期日11/15（日）までに必ず提出すること。
尚、詳細については添付の【年末調整について】を確認すること。

・振り返りシートの提出期限⇒11/15まで

・デイナイトケア利用者様の自動販売機の利用について

⇒青風荘入居中の利用者様はデイナイトケア利用中に自動販売機を利用できないため、青風荘に入居していない利用者様は来所前に買ってきてもらうようにする。
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア

・平山　敬之　様～本人より電話にて問い合わせあり。現在東病棟Bユニット入院中の躁うつ病　35歳　男性。青陽館の季刊誌を見て、興味を持ち電話したとの事。現在の状況を確認すると、入院中だが年内に退院予定であり、仕事は決まっているが、断っていると言う。デイケアの利用時間について質問があり、9時30分から16時だが、その中で3時間のショートケアもあり、慣れるまでの間はショートケアから利用し、デイケアに移行する事も可能と伝えている。利用目的は友人が少ない為交流の場として考えているとの事。入院中でも青陽館の見学、体験利用は出来る事を伝え、こちらから主治医、病棟看護師、相談員へ伝える事について本人へから了承を得て終話している。
デイナイトケア

・繁名　和恵　様～来所後、ミーティング前に年賀葉書を書いているが、宛名が間違っていることを他者に指摘されるも譲らずそのまま書いている。その後、別の利用者に確認に行き、間違っていると判明すると修正出来るものはないかとスタッフに声を掛けている。ないことを伝えると別の葉書に書き直している。ラジオ体操終了後、10：20頃に「頭がけいれんして痛いからポンタール飲む」と話すが、ポンタールはけいれん薬ではないことを伝えると、他の頓服薬の名前を話してくるため、少し様子を見るように話し筋力トレーニングに参加するも、10：35頭痛の訴えありポンタール1錠服用する。その後は不調の訴え聞かれず、各プログラムに参加している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日で排便-4日目となっており、シンラック液15滴服用している。今朝まで排便ないとのこと。また、来所時青山荘方向へ行こうとするが、青風荘スタッフに促されると青陽館玄関に入っている。本日のデイナイトケアでは、階段扉の方へ向かうことはなく、各プログラムに参加している。昼食はほぼ全量摂取しているが、排便はなく、腹痛や腹部膨満感はないと話している。
ショートケア

特記する利用者様はおりません。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：2020年11月11日（水）13：30～14：00

担当：藤田
検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	70
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上　・作業能力・持続性の維持、向上。

・病識を理解し身体的、精神的に安定する　　・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	· 　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	生活歴・治療歴
	高校入学するが、急激に成績が下がり高校3年の4月に放浪・滅裂言動・奇行（学校で昼以外の時間に弁当を食べる等）が出現し、無為的な状態となり、S42年4月18日当院受診し同日入院となる。

入院加療により異常体験に基づく行動は減少し、H1年4月29日医療保護入院から任意入院へと切り替えとなる。現在は欠陥状態・長期入院による社会性の欠如があり、各種精神科専門療法及び社会復帰訓練を行なっている。

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。


	①-1スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。
	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・運動療法開始時等、表情の険しさあり。また、歩行中に静止することが数回ある。ラジオ体操は殆ど身体を動かさず、顔を前方に向けたまま一点を凝視している事がある。運動療法終了後、体調を問うと「言いたいことが言えないです。だけどそれは全部私の責任なんです」「全部私が悪いです」と発言聞かれ表情の険しさが持続する事がある。
・超能力についての話題や、トイレへの長時間の閉じこもりは以前より減少している。

・他の利用者様との関係で楽しみにしている日課があり、意欲的に行う反面、人間関係が気になり、独語等の精神症状の出現が観察されている。
・プログラム等で内容と関係のない話を始めたり、急に訳の分からない話をすることがあり、意図をくみ取れない場合がある。
	・不調時には自分から相談することがないため、スタッフが変化に気付き声をかけていくことする。
・他の利用者様との関係でスタッフは言動に注意し適宜声掛けを行いストレスを溜め込まないように注意する。
⇒目標継続とする。

	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	・移動時には早足で行動するときがあるため、周りにいる人にぶつかりそうになり、注意促しの声掛け要している。
・デイナイトルームの段差の無い場所で、歩行中に躓く事が、何度か観察されており、声掛けを要している。その際の表情は硬く普段より突進歩行である。
・運動療法で、周囲との間隔を十分取らずに運動をしたり、遅れて列に加わった際にも同様のことがあり、周囲から声を掛けられるがそのまま運動しており、スタッフの声かけで移動している。
・青風荘内で洗濯機使用の順番を守らず先に洗濯をすることがあり、相手が引き下がりトラブルには発展しなかったものの、スタッフからの助言も理解出来ていない様子が見られている。
	・一つのことに集中したり、楽しみな事があるとスタッフの声かけも聞き入れずに早足で行動することがあるため、スタッフは繰り返し声掛けを行い、転倒などの事故が発生しないように注意する。
⇒目標継続とする。

	最近、座学プログラム参加の際、居眠りすることが目立っており、指摘に対して「前までは頑張って起きていようと思ったんですが、今は眠い時は眠った方が良いと思ってそうしてます」と淡々と答えている。プログラムでは大切なことを話しているので起きて参加するように伝えているが、「そうですか…」と答えるが、その後も居眠りは継続しており参加態度に変化はない。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気付くことができるようになる。


	①スタッフから体調などについて聞かれた際には返答できるようになる。また、スタッフとの振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。


	
	②周囲に配慮が出来るようになる。
	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を防止する。



保護者・彰二様





裕子様








